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第
31
回
青
ヶ
島
牛
祭
り
開
催
さ
れ
る

　
青
ヶ
島
村
は
、
７
月
３
日
に
水
産
物
加
工
施
設

の
活
用
、
普
及
を
目
的
と
し
た
技
術
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら

野
田
誠
司
主
任
研
究
員
を
講
師
に
招
き
、
施
設
内

に
あ
る
機
器
等
の
説
明
を
交
え
な
が
ら
、
ト
ビ
ウ

オ
を
材
料
と
し
た
冷
凍
フ
ラ
イ
や
冷
凍
す
り
身
、

か
ま
ぼ
こ
の
作
り
方
の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
の
部
に
は
20
名
、
午
後
７
時
か

ら
の
部
に
は
13
名
、
合
計
33
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
熱
心
な
受
講
状
況
か
ら
、
水
産
物
の
加

工
や
保
存
方
法
に
対
し
て
、
島
民
の
み
な
さ
ん
が

非
常
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
加
工
施
設
は
、
島
し
ょ
漁
業
振
興
施
設
整

備
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
主
に
春
に
漁
獲
さ
れ

る
ト
ビ
ウ
オ
を
加
工
し
、
新
た
な
特
産
品
の
開
発

を
行
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ト
ビ
ウ
オ

の
加
工
に
限
ら
ず
、
施

設
を
有
効
活
用
し
、
島

民
自
ら
の
手
に
よ
る

新
た
な
特
産
品
の
開

発
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

産
業
課
水
産
係
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青
ヶ
島
で
水
産
加
工
技
術
講
習
会
開
催

　
青
ヶ
島
最
大
の
お
祭
り
で
あ
る
第
31
回

青
ヶ
島
牛
祭
り
が
今
年
も
８
月
10
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
牛
祭
り
は
昨
年
と
打
っ
て
変

わ
っ
て
好
天
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
青
ヶ
島
が
４
日

連
続
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光

で
訪
れ
た
方
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
日
に
は
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
帰
郷
し

た
高
校
生
２
名
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

島
の
中
学
生
が
企
画
し
た
「
青
ヶ
島
ク
イ

ズ
」
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
花
火
大
会
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
牛
祭
り
当
日
は
、
和
牛
共
進
会
と
農
林

水
産
物
・
手
工
芸
加
工
品
品
評
会
、
花
き
園

芸
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
肉
牛
の
繁
殖
は
青
ヶ
島
の
重
要
な
産
業

で
あ
り
、
日
頃
か
ら
大
切
に
育
て
ら
れ
て

い
る
牛
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
厳
正
な
審
査
の
上
、

優
秀
な
牛
が
選
ば
れ
、
経
産

牛
の
部
１
位
の
牛
の
農
家
の

方
に
都
知
事
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

 

ま
た
品
評
会
に
は
サ
ツ
マ

イ
モ
な
ど
伝
統
的
な
農
林
水

産
物
や
、
ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ

ぱ
い
の
手
工
芸
加
工
品
、
切

り
葉
を
主
と
し
た
花
き
園
芸
品
が
多
数
出
品

さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
な
品
が
選
ば
れ
各

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
還
住
太
鼓
ク
ラ
ブ
に
よ
る
還
住

太
鼓
の
演
奏
や
、
37
人
が
参
加
し
て
の
相
撲

大
会
で
は
、
子
供
、
女
性
、
大
人
相
撲
と
も

全
力
で
ぶ
つ
か
り
合
う
姿
に
会
場
は
盛
り
上

が
り
、
祭
り
の
雰
囲
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま

し
た
。
最
後
は
伝
統
あ
る
島
踊
り
を
多
く
の

方
々
が
踊
り
、
祭
り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

ま
し
た
。

　
屋
台
で
は
、
特
産
品
で
あ
る
青
ヶ
島
の
焼

酎
「
青
酎
」
を
始
め
、
地
熱
を
利
用
し
て
海

水
か
ら
造
る
「
ひ
ん
ぎ
ゃ
の
塩
」
、
牛
祭
り
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
買
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
加
え
、
島
を
離
れ
て
い
る
方
々

も
戻
っ
て
参
加
す
る
た
め
、
島
の
人
口
が

１
・
５
倍
に
な
る
牛
祭
り
。
ぜ
ひ
今
後
も
こ

の
心
温
ま
る
お
祭
り
を
続
け
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
産
業
課
農
務
係 
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和牛共進会の審査風景

還住太鼓の演奏
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八
丈
島
の
港
に
防
波
堤
を
整
備
す
る

た
め
、
毎
年
「
ケ
ー
ソ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
大
き
な
箱
を

東
京
港
か
ら
船
で
曳
航
し
、
据
え
付
け

て
い
ま
す
。

　
東
京
港
を
出
港
し
た
ケ
ー
ソ
ン
は
東

京
湾
を
南
下
。
太
平
洋
に
出
た
後
、
海
路

を
西
へ
（
下
田
方
面
）
向
か
い
ま
す
。
海

況
予
報
を
確
認
し
な
が
ら
、
一
気
に
太

平
洋
を
南
下
し
、
黒
潮
の
流
れ
を
横
断

し
て
八
丈
島
ま
で
約
３
日
間
の
航
海
と

な
り
ま
す
。

　
八
丈
島
で
は
整
備
対
象
の
港
湾
施
設

も
年
々
沖
合
に
展
開
し
て
い
る
た
め
、

ケ
ー
ソ
ン
も
大
型
化
し
て
お
り
、
運
搬

据
付
作
業
も
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
神
湊
（
底
土
）
港

か
ん

か
ん

に
１
函
、
八
重
根
漁
港
に
１
函
、
合
計
２

か
ん函
の
ケ
ー
ソ
ン
を
据
え
付
け
ま
し
た
。

八
重
根
漁
港
の
ケ
ー
ソ
ン
は
６
月
５
日
、

神
湊
（
底
土
）
港
は
翌
週
の
６
月
11
日
に

無
事
沈
設
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
据
付
工
事
は
、
例
年
、
波
の
穏
や
か
な

６
月
か
ら
７
月
ま
で
に
行
い
ま
す
が
、

今
年
も
台
風
４
号
（
７
月
15
日
、
最
接

近
）
の
襲
来
ま
で
に
ケ
ー
ソ
ン
の
固
定

作
業
を
終
え
、
無
事
に
台
風
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
支
庁
で
は
、
各
港
の
防
波
堤
の
延
伸
に
よ
り
、
港
の

機
能
を
益
々
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
港
湾
・
漁
港
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
港
湾
課
工
事
係 
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ケ
ー
ソ
ン
据
付
が
無
事
終
了

・八重根漁港ケーソン
幅22M×長30M×高12M
重さ＝3308㌧

・神湊（底土）港ケーソン
幅19.5M×長30M×高15M
重さ＝4020㌧

既存防波堤からウインチ
で引き寄せて沈設します

無事、据付完了！

　
最
近
、
ヒ
ト
が
飼
っ
て
い
た
動
物
が

野
生
化
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的
に
増

え
て
い
ま
す
。

　
八
丈
島
で
も
、
野
生
化
し
た
ヤ
ギ
や

ネ
コ
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
ヤ
ギ
は
農

作
物
や
貴
重
な
植
生
な
ど
に
大
き
な
被

害
を
及
ぼ
し
、
ネ
コ
は
鳥
や
小
動
物
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
最
終
的
に
は
捕
獲

す
る
こ
と
に
な
り
、
多
大
な
費
用
と
労

力
が
か
か
り
ま
す
。

　
飼
育
し
て
い
た
動
物
が
野
生
化
し
て
、

自
然
の
動
植
物
な
ど
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
の
責
任
は
、
飼
い
主
に
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
、

途
中
で
逃
げ
ら
れ
た
り
、
飼
い
き
れ
な

く
な
っ
て
放
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼

育
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
後
の
対
策
の
た
め
、
八
丈

富
士
の
火
口
内
や
三
原
山
な
ど
で
ノ
ヤ

ギ
の
目
撃
情
報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
野
生
鳥
獣
に
関
し
て

は
、
支
庁
産
業
課
林
務
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
課
林
務
係
　
℡
２
―
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◎
家
畜
や
ペ
ッ
ト
を
野
生
化
さ
せ
な
い
で
！
（
絶
対
に
放
さ
な
い
、
逃
が
さ
な
い
）

　
今
回
は
、
み
な
さ

ん
の
納
め
て
い
る
税

金
の
財
政
に
対
す
る

３
つ
の
役
割
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
公
共
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
の
費
用
を
集
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
か

ら
集
め
た
税
金
を
使
い
、
警
察
や
消
防
の
運

営
、
道
路
、
学
校
、
公
園
、
港
湾
の
整
備
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
所
得
格
差
を
小
さ
く
し
て
い

ま
す
。
所
得
税
な
ど
は
所
得
の
多
い
人
に
は

大
き
い
負
担
を
、
少
な
い
人
に
は
小
さ
い
負

担
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療

費
や
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
の
支
出
な
ど
に

よ
り
、
所
得
を
再
分
配
し
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
景
気
を
調
整
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
好
景
気
の
と
き
は
所
得
が
増
え
る

た
め
税
金
も
増
え
、
消
費
に
回
る
お
金
が
減

り
、
景
気
の
過
熱
を
お
さ
え
ま
す
。
不
景
気

の
と
き
は
、
所
得
が
減
る
た
め
税
金
が
少
な

く
な
り
、
消
費
に
回
る
お
金
が
多
く
な
り
、

景
気
の
落
ち
込
み
を
ゆ
る
め
ま
す
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
保
障

関
係
費
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
費
用
を
集
め
る
た
め
、
税
金
の
役
割
が

ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
税
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

 税
金
の 

役
割 

税
の
お
話
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八
丈
高
校
園
芸
科
に
は
、
選
択
授
業

と
し
て
「
食
品
製
造
」
の
科
目
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
び
、
園
芸
科
の
教
員
が

講
師
と
な
り
、
製
パ
ン
の
公
開
講
座
を

開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
講
座
名
】
食
品
製
造

　
　
　
　
「
親
子
パ
ン
つ
く
り
教
室
」

【
内
容
】
食
パ
ン
、
ロ
ー
ル
パ
ン
製
作

【
対
象
】
小
学
生
（
４
〜
６
年
生
）
及
び

　
　
　
そ
の
保
護
者

【
日
程
】
（
全
２
回
）

　
　
　
11
月
10
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

　
　
　
11
月
11
日
（
日
）
14
時
〜
17
時

【
場
所
】
八
丈
高
校
　
園
芸
科
実
習
室

【
定
員
】
10
組
（
20
名
）

　
　
　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

【
費
用
】
受
講
料
５
０
０
円
（
事
前
納
付
）

　
　
　
材
料
費
５
０
０
円

【
応
募
方
法
】

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
住
基
カ
ー
ド
に
よ
る
電
子
申
請
も
可
）

【
募
集
期
間
】
９
月
20
日
ま
で(

必
着)

【
応
募
先
】
〒
一
〇
〇
―
一
四
〇
一

 

八
丈
島
八
丈
町
大
賀
郷
３
０
２
０
番
地

 

八
丈
高
等
学
校
　
公
開
講
座
担
当

【
問
い
合
わ
せ
】
八
丈
高
校
　
園
芸
科
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八
丈
高
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
就
職
指
導
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

９
月
中
旬
か
ら
実
施
さ
れ
る
就
職
試
験
に

向
け
、
夏
休
み
中
も
講
習
会
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
例
え
ば
「
職
場
見
学
」
は
生
徒
が
十
分

検
討
し
た
上
で
志
望
先
を
選
択
で
き
る
よ

う
実
施
す
る
も
の
で
す
。
実
際
の
会
社
の

様
子
や
仕
事
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
生
徒

は
求
人
票
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
志
望
先
の
決
定
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
選
択
し
た
会
社
を
教
員
が
訪
問

し
、
志
望
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
を
確

認
す
る
「
会
社
訪
問
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
年
生
時
は
「
移
動
教
室
」
で
会
社
見

学
等
を
行
い
、
二
年
生
時
は
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
」
を
行
う
な
ど
、

三
年
間
を
通
し
た
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
活
か
し
、
今
年
度
も
全
員
の

進
路
希
望
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

 
 
 八

丈
高
校
経
営
企
画
室
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進
路
実
現
（
就
職
）
に
向
け
て

公
開
講
座

「
親
子
パ
ン
つ
く
り
教
室
」

　
こ
ん
に
ち
は
八
高
で
す
！

・土木課管理係 TEL ２－１１１４

工 事 箇 所 工 事 内 容 工事期間 交通規制の内容

 大賀郷地内  歩道設置 ９～３月  片側交互通行
（空港道路入口～鈴美荘）
 三根地内  排水路敷設 １０～３月  片側交互通行
（仲屋前～神湊第一団地）
 末吉地内  路面補修工事 １０～１２月  舗装中は全面通行止
（水海山付近） （アスファルト舗装） （１週間程度）
 三根地内  歩道設置 １０～１月  片側交互通行
（柿ノ木坂交差点付近）
 大賀郷地内  斜面整備 １０～３月  片側交互通行の場合あり
（河口交差点～歴史民俗資料館）

 三根地内  排水路敷設、道路拡幅 ９～３月  片側交互通行
（川向駐在～石井商店）
 大賀郷地内  路面補修工事 ９～１２月  片側交互通行
（役場横） （アスファルト舗装）
 大賀郷地内  斜面整備 ９～３月  片側交互通行の場合あり
（クリーンセンター入口付近）

 路面補修工事 ９～１１月  全面通行止
（コンクリート舗装）
 トンネル照明改修 １０月  全面通行止（夜間）

 擁壁設置 １０～３月  片側交互通行

今年度、土木課が施工する工事のうち、交通規制を予定している工事は下表のとおりです。
工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

交通規制を伴う道路工事予定表

八
 

丈
 

町

青

ヶ
島
村

 野球場前

 青宝トンネル

 金土ヶ平
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飛躍継続 プラス1万人 ２００７

　
三
根
（
供
養
橋
脇
）
か
ら
三
原
山
頂

近
く
を
経
て
、
樫
立
に
至
る
三
原
林
道

（
約
14
・
７
km
）
で
は
、
中
間
付
近
で
舗

装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
三
根

側
か
ら
約
１
・
５
km
と
５
km
付
近
で
、

引
き
続
き
路
側
の
補
強
と
舗
装
等
の
工

事
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
来
年
２
月
頃
ま
で
車
両

高
圧
ガ
ス
関
係
試
験
の
ご
案
内

　
こ
れ
か
ら
台
風
の
季
節
を
迎
え
ま
す

が
、
日
頃
の
備
え
が
地
震
や
津
波
の
発

生
時
な
ど
に
も
役
立
ち
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
災
害
が
起
き
る
前
」
の
我
が
家
の
防
災

対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
　
家
の
周
囲
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
強
。
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
ボ
ン
ベ
を
鎖
で
補
強
。
ベ
ラ
ン
ダ
の

植
木
鉢
な
ど
の
整
理
整
頓
。
屋
根
や
ア

ン
テ
ナ
の
補
強
。
な
ど

二
　
家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う

　
地
震
・
火
災
・
風
水
害
等
に
備
え
て
、

家
族
で
話
合
い
を
し
て
お
く
。

①
家
の
中
で
安
全
な
場
所
は
ど
こ
か

②
家
族
の
役
割
分
担

③
非
常
持
ち
出
し
品
の
点
検
確
認

④
家
族
と
の
連
絡
方
法
・
集
合
場
所

⑤
避
難
場
所
、
避
難
道
路
の
確
認

⑥
消
火
器
具
・
火
気
器
具
の
安
全
点
検

三
　
ガ
ラ
ス
に
よ
る
け
が
防
止

　
就
寝
時
に
ス
リ
ッ
パ
や
ス
ニ
ー
カ
ー

を
手
近
に
用
意
す
る
。

四
　
非
常
用
品
の
準
備

　
い
ざ
と
い
う
時
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
、

備
蓄
量
や
置
場
所
を
決
め
て
お
く
。

①
飲
料
水
（
一
人
一
日
３
㍑
）

②
食
料
（
乳
児
用
の
粉
ミ
ル
ク
含
む
）

③
救
急
医
療
品
（
常
備
薬
も
）

④
予
備
電
池
（
携
帯
電
話
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
等
）

⑤
現
金
や
貴
重
品

⑥
保
険
証
、
電
話
帳
、
住
所
録

⑦
下
着
類
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
予

備
メ
ガ
ネ
な
ど

※
食
料
及
び
飲
料
水
は
家
族
全
員
の
３
日

分
が
必
要
で
す
。

五
　
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　
防
災
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、「
自

助
」
、「
共
助
」
、「
公
助
」
で
す
。
災
害
等
が

発
生
し
た
場
合
、
行
政
、
警
察
、
消
防
、
自

衛
隊
等
は
す
ぐ
に
は
駆
け
つ
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
（
自
助
）
、
隣
近
所
が
助

け
合
っ
て
地
域
の
安
全
を
守
る
（
共
助
）
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
総
務
課
庶
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

　
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
、
同
販
売

主
任
者
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
の
国

家
試
験
を
行
い
ま
す
。

○ 

試
験
日
‥
平
成
19
年
11
月
11
日
（
日
）

○ 

試
験
場
所
‥
八
丈
支
庁
３
階
会
議
室

○ 

願
書
受
付
‥
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

○ 

受
験
願
書
の
配
布
場
所

　 

産
業
課
商
工
係 

℡
２
―
１
１
１
３

　
我
が
家
の
防
災
対
策

　
〜 
台
風
や
地
震
に
備
え
る 

〜

の
通
行
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
樫
立
か
ら
三
原
山
頂
方
面
は
、
工

事
車
両
が
増
え
ま
す
が
、
通
行
止
の
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
林
道
入
口
の
案
内
看
板

を
ご
覧
に
な
る
か
、
支
庁
産
業
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
産
業
課
林
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
３

三
原
林
道
の
工
事
と
通
行
止

危険物取扱者及び消防設備士の「講習」のご案内

９～10月　八丈ビジターセンター行事予定

実施日 内　容

 　９月　９日（日）  植物公園季節調査会

 　９月２２日（土）  八丈学講座（秋の植物観察会）

 １０月１４日（日）  植物公園季節調査会

 １０月２１日（日）  八丈富士ハイキング

 １０月２７日（土）  八丈学講座（植物の勢力拡大戦略）

 ・毎週 土、日、祝祭日：植物公園ガイドウォーク　

　　詳細は八丈ビジターセンターまで　 TEL ２－４８１１

危険物取扱者保安講習 消防設備士講習

講 習 区 分 全区分
 消火設備、警報設備
 避難設備・消火器

実　施　日  平成19年10月28日（日）  平成19年10月27日（土）
時　　　間  9:00～13:00  9:00～17:00
会　　　場  八丈町商工会館会議室  八丈支庁会議室

受講申請の受付  10月28日(日)  10月27日(土)
日　時・場　所  8:30～9:00 商工会館会議室  8:30～9:00 八丈支庁会議室
受 講 申 請 書
の 配 布 場 所

 八丈支庁２階（総務課行政係）及び　青ヶ島村役場

 ※ 危険物取扱者及び消防設備士の「試験」については、11月25日（日）に
 　 実施予定です。
                                   　（問い合わせ）総務課行政係　TEL ２－１１１１


